
土地改良団体における男女共同参画
員外理事制度の活用による女性理事登用事例

所在地：和歌山県みなべ町
面 積：1,400ha 組合員：1,380人
総 代：40人（うち女性－）
理 事：21人（うち女性１名）
監 事： 3人（うち女性－）
職 員： 8人（うち女性２名）

南紀用水土地改良区

ふたば み ち こ

二葉 美智子 さん

員外理事制度を活用し、平成
30年１月に南紀用水改良区初の
女性理事に就任。現在１期目。
このほか、みなべ町農業委員

を務め、和歌山県指導農業士で
もある。

Q．理事の仕事内容は？
A．庶務担当理事として、
月に数回出勤し書類の決裁を行っています。

Q．普段のお仕事は？
A．夫婦で 2.4ha程の梅園を経営しています。
梅干しの製造・販売といった６次産業化のほか、梅林ツアーや
梅染め（修学旅行の受け入れ）など、色々な活動に取り組んで
います。

Q．理事として仕事をする中で感じたことは？
A．就任当初は、理事の仕事はおろか土地改良区のことも知りま
せんでしたが、他の役員・職員に色々と教えてもらっており、
仕事を通じて土地改良区への理解が深まって良かったです。
ときどき、私の他にもう１人女性理事いれば、相談相手もで

きるし良いな……と思うこともあります。

女性が活躍するには周囲（家族や土地改良区）の理解・応援が重要。
夫は土地改良区の役員を務めていましたが、理事に就任する前の私は土地改良区

のことを何も知りませんでした。土地改良区から熱心に声をかけてもらわなければ
理事になることは思いも寄らなかったですし、理事登用の話を貰ったときも、夫の
後押しがなければ引き受けなかったと思います。
特に、実際に理事の仕事を始めてからは家を１日空けることも増えたので、私が

不在の間、夫が農作業や家事を引き受けてくれて助かっています。

理事に就任して人との繋がりが増えた。
理事に就任してからというもの、土地改良区の仕事を通して今までに無かった人

との繋がりが増えました。こういった取材もその一つであり、家で製造・販売して
いる梅干し等の商品の販路拡大にも繋がるので、良い影響があったと思っています。

女性理事になるかもしれない方へ

迷ったらまずは飛び込んで! 思ったことは言葉に出して!

農業経営は家族の助けがあって成り立つもの
土地改良区にも女性の声を。
地域内は梅を主体とする農家が多いところ。

当改良区の組合員はほとんどが男性ですが、多くの場合、
家族（特に妻）の助けがあって経営が成り立っているの
が実態です。このため理事長や事務局長などの間では、
土地改良区の運営にあたっては男性以外にも女性の声を
反映することが必要との考えがありました。

女性本人・家族が納得するまで説明する。
理事長と事務局長が中心となり検討を進めました。登用にあたっては既存の員外

理事枠（経営移譲者枠）を活用するとして現任理事と調整し、当時から地域の農業
委員等として活躍されていた二葉氏に声をかけることに。二葉氏の夫が組合員（元
総括監事）だったこともあり、まずはご家族へ説明し納得いただいてから、本人へ
理事登用の打診・説明を行いました。
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